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顎下型ガマ腫の1例
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Abstract:Plungingranulaisaformofretentioncystoccurringinthesubmandibularregion.Inthispaper,acase

ofplungingranulawhichdidnotrespondtothecompressiontherapyisreported･A38-year-Oldwomanvisited

usbecauseofafluctuantswellingoftherightsubmandibularregion.Acranialradiographwithinjectionof760/o

Urografinrevealedthepresenceofacysticlesioninthesubmandibularregionwithoutextensiontothe

sublingualarea.ThiswasfurtherconfirmedbyMRI.Theclinicaldiagnosiswasplungingranula.Following

removalofthecysticfluidbyaspiration,thecysticareawascompressedbygauze,butthelesionrecurredina

month.Thecompressiontherapywasrepeatedagain,butprovedtobeunsuccessful.Thus,extirpationofthe

sublingualglandandmarsupializationoftheranulawereperformed.Postoperatively,therehasbeennoevidence

ofrecurrenceofthelesionfor4years.Microscopically,therewaschronicadenitisofthesublingualgland.

抄録 :顎下型ガマ腫は顎下部に生ずる粘液嚢胞で,その報告は比較的少ない｡今回,私たちほ顎下型ガマ腫の1例を

経験したので,その概要を報告する｡

症例は38歳の女性で,平成4年 7月30日,右顎下部の腫脹を主訴として当科を受診した｡全身的所見では問題なく,

口腔外所見では右顎下部に腫脹を認め波動を触れた｡口腔内所見では右口底部に軽度腫脹を認めた｡造影Ⅹ線所見

MRI所見ともに右顎下部に嚢胞様病変を認めた｡

処置および経過 :右顎下塾ガマ腫の診断にて吸引･圧迫療法を2度行うも再発したため,平成4年12月17日,右舌

下腺摘出術,ガマ腫開窓術を施行した｡術後3年8か月を経過したが再発は認めず経過良好であるO

病理組織学的所見では,舌下腺に慢性の唾液腺炎を生じていた｡

緒 岩

顎下型ガマ厘は顎下部に生ずる粘液嚢胞で,その報告

は比較的少ない｡

今回,私たちは顎下型ガマ腫の1例を経験したので,そ

の概要を報告する｡

症 例

患者 :38歳,女性｡

初診 :平成 4年 7月30日｡

主訴 :右顎下部の腫脹｡

家族歴 ･既往歴 :特記事項なし｡

現病歴 :約 1年前右顎下部に腫脹が出現するも放置に

て消失｡平成4年 3月頃より同部の腫脹が再び出現した

ため総合病院内科を受診 し,当科を紹介され来院した｡

現症 :全身的所見では問題なく,口腔外所見では右顎

下部に珊漫性の腫脹を認め,触診にて波動を触れるも圧

痛は認めなかった｡(写真 1)口腔内所見では,右口底部

に軽度腫脹を認めるも発赤はなく,波動 ･圧痛は認めら

れなかった｡(写真 2)

造影Ⅹ線所見 :ウpグラフイソによる造影Ⅹ線写真で

紘,嚢胞は右顎下部に存在し,舌下部 との交通は認めら
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写真 1 口腔外所見

写真2 口腔内所見

写真3 造影Ⅹ線所見

写真4 MRI所見

写真5 内容液

れなかった｡(写真3)

MRI所見 :右顎下部に嚢胞様病変を認め,内容液は

粘桐なものが考えられた｡(写真4)

処置および経過 :右顎下型ガマ腫の診断にて,右顎下

部穿刺を行ったところ血液を混じた12mlの粘桐で不透

明なやや黄色味を帯びた唾液様の液体が吸引された｡(写

真5)吸引 ･圧迫療法を2度試みるも再発したため,千

成4年12月17日,全麻下で右舌下腺摘出術,ガマ腫開窓

術を施行した｡(写真6)右舌下腺前方部には一部径 2

-3mm程の粘液嚢胞様となっているところがあり,顎

舌骨筋の下部には唾液の貯留した腔を認めたが,舌下腺

との連絡ははっきりしなかった｡術後3年8か月を経過

したが再発等は認めず経過良好である｡

病理組織学的所見 :舌下腺には慢性の唾液腺炎を生じ

ていた｡(写真7)

考 察

顎下型ガマ腫は1757年Louisl)によってはじめて報告
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横林 康男 はか

写真6 手術所見

された｡本邦では1992年までに約110例の症例報告2)3)が

なされている｡

性別についてみると,女性に多い 2)という報告が多い

が,本症例も女性に生じたものであった｡

年齢別については,0歳代より30歳代までがほぼ同様

の発生頻度を示しているもの4)5)6)辛,10歳未満の発生頻

度が47%ととくに高い報告例2)もみられる｡本症例は30

歳代にみられたものであった｡

成因については,Bhaskerら7)8)の説のように,外傷な

どによる舌下腺からの唾液の漏出,貯留によると考えら

れている9)｡本症例でも手術所見にて舌下腺の一部に粘

液嚢胞様となっているところがみられたこと,病理組織

学的所見にて舌下腺に慢性の炎症を生じていたことなど

より,唾液の漏出説が考えられた｡

本疾患と鑑別を要する疾患としては,皮様嚢胞,側頭

嚢胞,甲状舌管嚢胞,脂肪腫, リンパ管症などがあげら

れる9)10)｡これらの鑑別は部位,臨床経過,症状,Ⅹ線所

局,内容液の穿刺などにより行われるが,本症例ではM

RI,内容液の穿刺および嚢胞造影法が顎下型ガマ腫の

診断に有用であった｡

本疾患の治療法については,嚢胞開窓療法5),舌下腺摘

出術6)9),舌下腺摘出術と嚢胞開窓療法の併用法11),頚部

皮切による嚢胞摘出術ならびに舌下腺摘出術の併用

法12),放射線照射療法13),吸引･圧迫療法14)などがあげら

れている｡本症例では,まず吸引･圧迫療法を試みたが,

通院治療のため圧迫が不十分であったためか再発した｡

そこで入院後,全麻下にて口内法で舌下腺摘出術と嚢胞

開窓療法の併用法を行い,良好な結果を得た｡このよう

に本疾患の治療法として,舌下腺摘出術と嚢胞開窓療法

の併用法は有用であると思われた｡

結 宝玉
JlEl

今回,私たちは38歳の女性に生じた顎下型ガマ腫の1例

を経験したので,若干の文献的考察を加え報告した｡

写真7 病理組織学的所見 (HE染色×20)

本論文の要旨は,第38回日本口腔外科学会総会 (於 :

新潟)において発表した｡
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